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第 1 章： 

スピード、音、迫力、テクノロジー、世界中を転

戦するグローバリゼーションなど、どれをとっても

他のスポーツを圧倒する F1 に興味があった。そ

んな F1 のビジネスはどうなっているのか、という素

朴な疑問から始まった。見る側でなく、F1 を主催

している側に潜入する。この章では、F1 がどのよう

な組織で構成され、F1 を支えていうものは何なの

かについて調査していく。ここで浮き彫りになった

ことは、現在の F1 を支配する代表的な二人の人

物がいるということと、F1 チームにとってスポンサ

ーがどれほど大切であるか、ということである。また、

伝統あるヨーロッパから、成長が著しいアジアの

国々へと F1 の開催地が変化していることも分か

る。 

 

第 2 章： 

この章では、F1 ビジネスの裏側に迫る。F1 のビ

ジネスモデルがどのようになっているのかを明らか

にし、F1 チームの収入が誰から、どれくらいの割

合で配分されているのか調査した。F1 チームの

収入には FOM からのテレビ放映権分配金とスポ

ンサー料が大部分を占める。しかし、その他のレ

ース開催に伴う収益は、チームに分配されること

はないのである。F1 チームの不安定な収入体系

が明らかになる。さらに、F1 チームの支出にはど

のようなものがあるのか調査した。何にいくら使っ

ているという詳細なところまで調べることができた。

そこでは、驚くほどの莫大な金額が表示され、F1

というスポーツがいかに金のかかるスポーツである

かが分かる。そして、その結果、赤字を計上する

チームも出てくるということが現状である。やはり、

資金力のある自動車メーカーや大富豪しか F1 界

には生き残れないのかもしれない。もう一つは、

F1 のブランド価値について。これは、のちの第４

章で明らかとなる F1 チームの F1 参戦目的と深く

関わってくることになる。 

 

第 3 章： 

この章では、F1 のあらゆるビジネスの動きを調

べていく。F1 というスポーツは、世界中を飛び回

ることから、「グランプリ・サーカス」と呼ばれるよう

になる。そこで、世界中にどれほどの影響を与え

るスポーツであるのかを調べるために、F1 の経済

効果について中国の上海グランプリを例に見て

いく。また、現在 F1 ビジネスは揺れ動いていること

が分かった。F1 の組織は新コンコルド協定により

コスト削減を掲げ、チームを保護しようと必死にな

っている。さらに標準化エンジンの導入において

も、各チームの言い分があり、なかなか一筋縄で

はいかないのが現状である。追い討ちをかけるよ

うに、スポンサー離れや金融危機といった、F1 チ

ームの経営に大きく影響する出来事が起こってい

るのである。 

 

第 4 章： 

この章では F１チームの参戦目的について迫る。

多額の金を使ってまで F1 に参戦する理由は何な

のか。ここでは、自動車メーカーが所有するチー

ムと、非メーカー系のチームの二つに分けて、そ

れぞれの参戦目的を探る。中国やバーレーン、

数年後には韓国やインドでも F1 開催が決まって



いるため、新たな市場を求めて、自動車メーカー

の熾烈な宣伝争いが勃発してくるのかもしれない。

このようなブランドイメージ向上をはじめ、技術者

の育成、自動車の開発に貢献する、愛社精神の

育成など、自動車メーカーの F1 参戦目的につい

て検証していく。また、2008 年に F1 から撤退した

スーパーアグリの F1 参戦の目的など、非メーカー

系のチームの F1 参戦目的も調べていく。 

第 5 章： 

この章は、この論文の結論である。F1 チームや

F1 ビジネスの厳しい現状をまとめ、今後 F1 ビジネ

スがどのようになってゆくのか考える。これからも

F1 が人々を魅了する華麗なスポーツであり続ける

ためには、果たしてどのようなことが必要になって

くるのだろうか。

 

 

 

 


